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 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。
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 まずはじめに、 決算概要についてご説明します。
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 ２０１７年度は、２０１０年度以来、７年ぶりに、

為替影響除きの実質ベースで、増収増益となりました。

 売上高は、

オートモーティブやエナジーに加え

プロセスオートメーション等も増収に貢献。

 営業利益、純利益は、

インダストリアル等が堅調に推移したことに加え、

その他損益の改善により、増益となりました。
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 連結業績はご覧のとおりです。

 売上高は７兆９，８２２億円、前年比１０９％となりました。

 営業利益は、３，８０５億円で、１，０３７億円の増益、

純利益は、２，３６０億円で、８６６億円の増益となりました。

 この結果、ＲＯＥは１４．４％、前年から４．５ポイント改善しました。
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 こちらは、「売上開示事業単位」での増減要因です。

 フィコサの新規連結や、インフォテインメントが好調に推移し、

オートモーティブが大きく増収。

 また、エナジーやインダストリアル、

ゼテスの新規連結があったモバイルソリューションズや、

プロセスオートメーションなどの成長が、

増収に貢献しております。
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 次に、営業利益の要素別増減要因です。

 まず、売上高の着実な成長による増販益が、１，１３０億円、

 固定費については、６２２億円増加しましたが、

その管理を強化するとともに、

車載等の成長分野には積極的に投資を実行するなど、

メリハリをつけて対応しました。

 原材料高騰に対しては、

その影響を 小化すべく、合理化等の取組みを推進、

 その他損益も改善し、

 営業利益全体では１，０３７億円の増益となりました。
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 営業利益から純利益までの損益の詳細は、ご覧のとおりです。
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 続いて、セグメント別実績です。

 アプライアンスは、

中国を中心に海外でのエアコンが伸長し、増収。

営業利益は、増販益や、プレミアム商品が堅調に推移し、増益。

 エコソリューションズは、

海外の電設資材事業などが大きく伸長し、増収。

営業利益は、増販益の他、合理化効果も寄与し、増益。

 コネクティッドソリューションズは、

プロセスオートメーションが

好調に推移したことなどにより、増収。

営業利益は、増販益やその他損益の改善により、増益。

 オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは、

車載・産業向け事業で大幅に増収。

営業利益は、

前年度に計上した、

その他損益に含まれる一過性利益の反動により、

全体では減益となっていますが、

事業から創出される利益は、増販益により３００億円強の

増益となっております。
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 資金状況と配当については、ご覧のとおりです。

 ２０１７年度のフリーキャッシュフローは、

マイナス３５６億円。

 また、戦略投資を除くフリーキャッシュフローは、

１，３２７億円となり、前年より５７６億円減少しました。

これは、純利益の増加があったものの、

増販に伴う運転資金負担に加え、

北米車載電池事業に係る在庫の

一時的な増加があったためです。

 今後は、戦略投資案件からの回収を進め、

フリーキャッシュフローの改善を図ってまいります。

 ２０１７年度決算のご説明は、以上のとおりです。



Copyright (C) 2018 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 9

 こちらの表では、

実質売上高と営業利益の推移を示しております。

 ２０１５年度までは、減収増益が続いておりましたが、

成長へ向けた投資を加速した２０１６年度を経て、

２０１７年度に、

ようやく「増収増益」へと転じ、

「持続的な成長」に向けて、

「反転」することができた段階であります。
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 ここからは、２０１８年度の業績見通しをご説明します。
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 ２０１７年度に続き、

２０１８年度も、増収増益を達成する見通しです。

 これまでの成長に向けた取り組みの成果により、

エナジー、インダストリアルが、

「増収増益」の牽引役となります。

 また、純利益は、

２０１６年度に中期目標として掲げた、

２，５００億円を目指してまいります。
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 連結業績見通しはご覧の通りとなります。

 売上高は、車載電池事業の成長により、

前年比１０４％の８兆３，０００億円、

 営業利益は、主に増販効果により、

前年から４４５億円増益の４，２５０億円、

 純利益は、前年から１４０億円増益の、

２，５００億円となる見通しです。

 なお、為替レートの前提は、下の方にご覧の通り、

１ＵＳドルが１０５円、１ユーロが１３０円、

１人民元が１７円、であります。
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 こちらは、「売上開示事業単位」での増減要因です。

 為替影響を除く実質ベースでは、

車載電池事業が牽引するエナジーが大きく増収することに加え、

インダストリアルやオートモーティブ、エアコンなども、

増収に貢献します。
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 続いて、営業利益の要素別増減要因です。

 まず、売上成長に伴う増販益は１，８００億円、

 固定費は、

販売増に伴う費用や、

成長分野での投資を見込んでおりますが、

引き続き、管理の強化にも努めてまいります。

 営業利益全体では、

４４５億円の増益となる見通しです。
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 ここからは、

３事業区分に基づき、ご説明します。
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 ２０１８年度も、

ご覧の高成長、安定成長、収益改善の

３つの経営区分に基づき、成長戦略を実行してまいります。

 各事業区分の構成比をご覧頂くと、

売上高、営業利益ともに、

安定成長事業が大部分を占めており、

当社の経営を支えております。

 収益改善事業は、

事業の転地、固定費削減、合理化等の取り組みを

徹底して継続し、安定成長事業へ移行させる等、

その縮小に努めるとともに、

 高成長事業は、

売上、利益を拡大させてまいります。
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 こちらは、１兆円戦略投資の内訳です。

高成長事業領域へ、集中的に資金投入してきた結果、

２０１８年度は、車載電池事業を中心に

高成長事業が、大きく伸びる見通しです。

 安定成長事業は、

増収増益となるものの

大型航空機の需要減少に伴い、

アビオニクスが減収減益となり、

今年度の成長は鈍化します。

 収益改善事業は、

半導体、液晶パネル事業を中心に、

利益が大幅に良化する見通しです。
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 続いて、セグメント別に業績見通しをご説明します。
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 ご覧のとおり、

アプライアンス、エコソリューションズ、

オートモーティブ＆インダストリアルシステムズで

増収増益を達成する見通しです。

 特に、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは、

エナジーの成長により、

全社の「増収増益」の牽引役となります。

 一方、コネクティッドソリューションズは、

アビオニクスの悪化により、減収減益となる見通しです。

 次に、各セグメントの詳細についてご説明します。
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 初に、アプライアンス、製販連結ベースです。

 家電の需要は、日本では前年並みで推移するものの、

中国・アジア・インドなどにおいては、

特に白物家電を中心に、高い伸びが見込まれております。

 売上高は、実質ベースで、中国・アジアを中心とした白物家電や、

食品流通において、増収となる見通しです。

 営業利益は、原材料価格の高騰や固定費増加の影響が

あるものの、中国、アジアにおける増販や、

プレミアム商品の拡大などにより、増益を目指します。
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 続いて、エコソリューションズです。

 １８年度、

国内の新築住宅着工数や建設投資は前年並みを維持し、

リフォーム市場も緩やかに伸びると想定しております。

 海外は重点地域である中国、インド等で

景気が拡大する見込みです。

 売上高は、中国・北米で換気事業を強化、

インド、アジアでは、

配線器具や照明機器等の電設資材事業を

積極的に拡大するなど、

全事業部で増収を目指します。

 営業利益は、

増販益や、徹底した合理化の取り組みにより、

全事業部で増益を見込んでいます。
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 続いて、コネクティッドソリューションズです。

 売上は、為替を除く実質ベースでは前年並み、

営業利益は減益の見通しとなっております。

 アビオニクスは、

機内エンターテインメント事業が、

大型航空機の需要減少の影響を受けておりますが、

中期的には、デジタルサービスやリペア・メンテ事業を強化し、

安定成長を目指してまいります。
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 後は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

 ２０１８年度は、車載電池事業が牽引役となり、

大幅に増収増益を達成する見通しです。

 なお、右下に記載のとおり、

二次電池事業の経営基盤強化を目的に、

２０１８年４月、旧二次電池事業を顧客･業界別に再編し、

ご覧のとおりの新組織体制へと変更いたしております。
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 こちらは、各売上開示事業ごとの業績見通しです。

 全社の成長ドライバーである

オートモーティブ＆インダストリアルシステムズについては、

今年度から、売上開示事業の営業利益まで、

開示することといたしました。

 ご覧のとおり、すべて、増収増益となる見通しです。

 オートモーティブ事業は、

ＩＶＩやコックピットのプラットフォームの車種展開を図り、増収。

営業利益は、新規テーマへの開発投資を行うものの、

品種構成の良化やロスコスト削減により、増益。

 エナジー事業は、

米国や中国の工場が本格稼動し、

車載電池事業が大幅な増収増益。

 インダストリアル事業は、

ＥＶリレーやモータ、コンデンサなど、

車載・産業向けデバイスの増収増益に加え、

半導体・液晶パネルの再生事業の収益改善が、

増益に寄与する見通しです。
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 ご説明は以上となります。

 引き続き、

当社への一層のご理解とご支援をお願いいたします。
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